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資料を制する者はビジネスを制す 
現在のビジネスでは、資料は重要な役割を果たします。 

たとえば、営業職であれば顧客への提案資料、企画職であれ

ば社内の稟議資料、コンサルタントであればクライアントへの報

告資料など、あらゆるシーンで活用されています。 

資料の良し悪しでビジネスの成果は決まる、「資料を制する者

はビジネスを制す」といっても過言ではないでしょう。 

本書では、他者に理解・納得し、動いてもらうための「良い資

料」の極意を解説します。 

 

資料作成の 3原則 
著者は相手に人にわかりやすく伝わり、動いてもらうための資

料を作るためには、次の 3つの原則を守るべしと言います。 

 

 ①全体の構成はピラミッド構造にする 

 ②メッセージ（ボディ）を研ぎ澄ます 

 ③文字、図、色を徹底的に削ぎ落とす 

 

本書では、こうした「人を動かす」資料作りに必要な基本的な

考えやテクニックをふんだんに盛り込んでいます。 
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大学卒業後、現株式会社リクルートの住宅領域にて法人

営業に携わったのち、グロービスに参画。 

グロービス入社後は、法人企業の人材育成・組織開発の

企画・設計・コンサルティングに従事。 

MBA取得後は HRtech領域における新規事業の立ち上げ

を担い、現在は事業責任者として、事業戦略策定／プロ

ダクト開発をリードするかたわら、デジタル部門の経営メン

バーとして中長期戦略策定／組織開発に携わる。 

また、グロービス経営大学院の創造系ファカルティに所属

し、思考系／ベンチャー系プログラムの講師や、投資先の

経営支援を行ないながら、スタートアップ経営に関する研

究活動にも従事する。 

 


